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は じ め に
　明治大学図書館は、蘆田伊人文庫、岩田豊樹文庫、中村拓文庫の三つの文
庫を中心とした多彩な古地図コレクションを所蔵している。図書館における
古地図コレクションの始めは、1957 年（昭和 32 年）の蘆田伊人（あしだ・
これと 1877～1960）氏旧蔵資料の収蔵がきっかけである。その後、だいぶ
時間の経過した 2004 年、古地図資料の悉皆調査に基づく『蘆田文庫目録 古
地図編』の公刊をきっかけとして、中村拓教授旧蔵、岩田豊樹氏旧蔵のそれ
ぞれ古地図、地誌類を収蔵することとなり、それぞれの文庫を設立すること
となった。
　同じ古地図・地誌のコレクションである中村拓コレクションの成立経緯お
よび中村拓教授その人について、ご子息の中村士氏が執筆されることになっ
ているが、中村拓文庫資料の紹介については、あらためて稿を起こす予定で
ある。本稿では、蘆田文庫について、さらに調査の手がほとんど入っていな
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い岩田豊樹文庫について紹介し、明治大学図書館の古地図コレクション紹介
の初回としたい。
1　蘆田文庫について
　蘆田伊人氏は、『大日本地誌大系』『大日本読史地図』等の編纂、「明治十
年（1877）前後に内務省管下でまとめられたと思われる地誌調査」（国史大
辞典より）で関東大震災によりすべてが焼失した『旧高旧領取調帳』の書写
で知られた歴史地理学者である。また古地図研究の先駆者として、世界図、
北方図、道中図等に関する多彩な論考を残している。
　研究を目的として蘆田伊人氏が蒐集した資料を、明治大学図書館が文部省
の助成を得て購入したのは 1957 年のことである。このコレクションは、約
2000 点の古地図、約 1000 点の書籍で構成されており、図書館ではこれを
「蘆田文庫」として一括保存・管理してきた。また図書館の特色あるコレク
ションをさらに育てるという収書方針のもと、毎年一定の予算を設け古地
図・地誌資料の購入を続けている。これまで選定の中心は、日本図、世界
図、蝦夷・北方図であったが、今後、中村拓文庫および岩田豊樹文庫所蔵資
料の特色である西洋古版地図、江戸図も選定対象に入ってくるものと思われ
る。蘆田文庫に追加して収蔵した古地図・地誌資料は 400 点を越えている。
2　蘆田文庫の資料
　蘆田文庫所蔵資料は、多くが日本国内で作成、刊行の江戸期から昭和中期
までの絵図、地図、書籍、また蘆田氏自身が書写させたものもあり、一方海
外の物はそれほど存在しない。非常に多彩な古地図資料群であるが、その中
から特色ある資料をいくつか選び紹介したい。
⑴　日本図、地方図
　明暦 2 年（1656 年）に刊行された「日本国之図」の写図。この図は、古
代から中世にかけて流布したいわゆる「行基図」の最後期のものである。行
基図は、諸国を丸みを帯びた俵形に表現して並べ、山城国を中心に五畿七道
43
明治大学図書館の古地図コレクション（その 1）
を描く。本来は木版で刊行された地図であるが存在は確認されておらず、蘆
田コレクションに所蔵するこの写本は貴重である。なお刊記のない再版とみ
られるものが秋岡武次郎コレクション（国立歴史民俗博物館）および三井文
庫に所蔵される。
　「元禄日本総図」および「元禄駿河国絵図」［口絵 5］。この地図が収納さ
れた袋に蘆田氏の手書きで、「元禄度駿河國繪圖 東西二張、同度日本総圖
（蝦夷樺太琉球附） 東西二張」とあり、さらに裏に「昭和廿五年十一月三日
此袋ヲ作製シコノ地図ヲ収ム、コノ図旧駿州田中城主太田家ノ旧蔵 大正
十二年末東京古書店清水源泉堂ニ於テ之ヲ求メタリ 元禄ノ現存スルモノ頗
ル少ナシ永ク保存スベシ」とある。江戸幕府が諸藩に命じてそれぞれ領地の
地図を提出させたものが国絵図である。大がかりな国絵図作成は、慶長、正
保、元禄、天保期の 4 回にわたって行われ、さらに全国から集めた国絵図を
もとに日本全図の作成も行われた。「駿河国絵図」は幕府に正式に提出され
た図の控えといわれ、現状は 2 枚になっているが、合わせると縦約 460 cm、
横約 390 cm の巨大な絵図である。元禄期の駿河の国絵図は、本図以外の所
在は知られていない。「日本総図」は写本であるが、やはり現状は 2 枚に
なっており、合わせると縦約 222 cm、横約 309 cm の大きさである。元禄期
の国絵図をもとにした日本図は、本図の他に静岡県立図書館葵文庫の所蔵が
知られる。
　この他、日本最古の地図帳とされる「日本分形図」（寛文 6 年（1666）刊）、
石川流宣の「日本海山潮陸図」（元禄 4 年（1691）刊）、伊能忠敬「中図」
（写本）、「官板実測日本地図」（江戸末期刊）など、興味深い資料が多数、存
在する。
　地方図では、やはり東京（江戸）、大坂、京都図が多く、次いで北海道
（蝦夷）、福島、愛知（名古屋）、長野、千葉などの地方図が多く所蔵されて
いる。村絵図も羽後国由利郡村絵図、岩代国伊達郡・信夫郡村絵図、出雲国
各郡村絵図などがまとまった形で所蔵されている。さらに道中図、寺社図
等、蘆田氏による写図なども所蔵する。
⑵　長久保赤水の地図
　蘆田コレクションには長久保赤水の地図が多数所蔵されている。
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　伊能忠敬以前の日本全図としてベストセラーになった「改正日本輿地路程
全図」を約 25 点（初版は安永 8 年（1779））を所蔵し、各版がすべてそろっ
ている。
　また日本における最初の中国歴史地図帖であった「唐土歴代州郡沿革地
図」を模倣版も含め 7 点所蔵している。このうち「唐土州郡古今沿革図譜」
は長久保赤水自筆の稿本である。寛政元年序（1789）の版から以降 6 点の刊
本があるが、うち自筆稿本も含め 5 点が新収資料である。
　世界図としてはマテオ・リッチ系の「地球萬国山海輿地全図説」天明 7 年
（1788）以降刊行と推測される刊本および写本、異版等 10 点ほどを所蔵す
る。なお関連して、この地図を作るうえで参考にしたと考えられる、赤水に
よる書込みがなされた原目貞清の「輿地図」（享保 5 年（1720）刊）、および
中国の地理書『職方外記』の赤水自筆写本も新たに購入し、コレクションの
一部となっている。
　この他、長久保赤水の地図としては、「経天合地大清広輿図」（天明 5 年
（1785）序）、「蝦夷松前図」、赤水自筆の「魯齊亜之図」などを所蔵する。
⑶　世界図
　リッチ系世界図として「地球全図」［口絵 6］。色彩豊かな非常に美しい手
書図である。太平洋に『泥龍海』の名のもとに大きく龍が描かれる図は、本
図以外に知られていない。海野一隆氏によると、測量技術修得のシンボルと
してこのような龍が描かれ、資格証明書としての役割を果たしたと推測され
る、とのことである。
　幕府天文方高橋景保が文化 6 年（1809）に作成した「新鐫総界全図」、お
よび文化 7 年（1810）に作成した「新訂萬国全図」を亜欧堂田善の銅版画で
刊行した地図がある。「新鐫総界全図」は「日本辺界略図」と一組で刊行さ
れたが、いずれの図も、当時の最新の地理的知識を取り入れ、世界史的に見
て最後まで地形が明らかでなかった日本北方（樺太周辺）について、間宮林
蔵の探検結果を踏まえた正確な地形を描いている。それまでの両半球図はそ
の由来が西洋にあることから図の中央にヨーロッパが置かれ、結果日本は右
半球の右上端に置かれたが、本図では日本を図の中央に描く位置付けとなっ
ている。
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　大黒屋光太夫将来図の写本が 2 種ある。このうちのひとつが「地球両半球
図」（タイトルはロシア語）である。岩井憲幸氏によると、本図は神戸市立
博物館秋岡コレクション所蔵図の新写図ではないかとのことである。なお、
光太夫将来図のもうひとつは「亜細亜亜墨利加対峙図」であり、また別にレ
ザノフ将来図の写本として「ロシア全図」（部分）がある。
　この他世界図としては、仏教系世界観にもとづく「南瞻部洲萬国掌菓之
図」、古屋野意春「万国一覧図」（文化 6 年（1809）刊）、石塚崔高「円球万
国地海全図」（享和 2 年（1802）刊）の写図、三橋釣客「地球一覧図」（天明
3 年（1783）刊）、武田簡吾「万国航海図」（安政 5 年（1858）刊）、新発田
収蔵「新訂坤輿略全図」（嘉永 5 年（1852）刊）等多彩な世界図を所蔵する。
　また世界図ではないが、1745 年にロシア帝室科学学士院から刊行された
「ロシア帝国地図帳」は、ロシアにおける西欧型カルトグラフィーの最初の
成果といわれ、蘆田文庫ではロシア語版とドイツ語版を所蔵している。
⑷　書籍類
　書籍は、先に触れた『旧高旧領取調帳』を含め、地誌、漂流記、測量書、
武鑑などから構成されるが、ここでは地誌類について紹介する。
　特に重要なものとして、オランダ商館長ティチング（1745～1812）から福
知山藩主朽木昌綱（1750～1802）に贈られた 1692 年刊「Atlas Nouveau」
（新世界地図帳）を前野良沢が翻訳、解説した、自筆本ともいわれる『輿地
図編小解』がある。本書は刊行されたことはなく、写本もなく、蘆田文庫所
蔵以外に存在は知られていない。なお原本の「Atlas Nouveau」は、その後
加賀藩の所蔵となり、現在は石川県立図書館に所蔵されている。蘆田文庫に
おいても原本をということで、1999 年にオランダ製偽版を入手し、コレク
ションに加えた。
　その他、西川如見『華夷通商考』（1695 年）、Blaeu「世界図」（1648 年）
に付された解説を桂川甫周が翻訳した『新製地球万国図説』（写本）、馬場貞
由が N. Witsen の『Noord en Oost Tartarye（東北韃靼）』第 3 版（1785 年）
中の蝦夷に関わる部分を抄訳、考証した『東北韃靼諸国図誌野作雑記訳説』
（写本）、近藤重蔵『辺要分界図考』（1804 年成立、写本）などがある。
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3　岩田豊樹文庫について
　『江戸図総目録』（青裳堂、日本書誌学大系 11、1980 年）、『大江戸絵図集
成』（講談社、1972 年）等の著者であり、古地図、特に江戸図のコレクター
として著名であった岩田豊樹（いわた・ほうじゅ　1904～1990）氏のコレク
ションが明治大学図書館の所蔵に帰したのは、2014 年 3 月のことである。
それから既に 4 年が経過したが、岩田氏が生涯をかけて蒐集した資料は膨大
な量があり、調査はまだほとんど手つかずの状態である。
　コレクションは、古地図、現代地図から観光地図、地図絵葉書に至るま
で、地図ならば種類を問わず蒐集され、関連する図書、和本も含まれるが、
中心はやはり広く知られるとおり 100 点以上ある江戸図である。しかしそれ
以外にも、桂川甫周「万国地球全図」（西半球のみ、本図は木村兼葭堂旧蔵
および秋岡コレクション旧蔵の 2 点以外存在が知られていない）や縮尺 5,000
分の 1 という大縮尺の「東京全図」（明治 20 年（1887）刊）等稀覯図が含ま
れている。調査が進めばさらに稀覯の資料が発見されるかもしれない。
　今後、まず中心となる江戸図だけでもその内容を調査し、目録を公開する
必要があろう。
4　古地図コレクションをめぐる活動
　明治大学図書館を特徴づける蘆田文庫、中村拓文庫、岩田豊樹文庫からな
る古地図コレクションをめぐる活動について、最後に紹介しておきたい。
　1998 年から、明治大学人文科学研究所創設 40 周年事業として、文学部教
員、図書館職員からなる蘆田文庫編纂委員会を組織し、蘆田文庫所蔵古地図
の悉皆調査を実施した。それ以前の図書館職員による調査、およびこの調査
をもとに目録データベースを構築し、さらに新収資料も含め全地図資料
2300 点を収録する『蘆田文庫目録 古地図編』を 2004 年に刊行した。この
目録は、その調査内容が評価され、2005 年度の「日本図書館協会協会賞」
を受賞した。さらに目録の刊行は、蘆田文庫を広く世に知らしめるきっかけ
となり、また明治大学図書館における「中村拓文庫」「岩田豊樹文庫」設立
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の大きな機縁ともなった。編纂委員会の活動期間中、明治大学人文科学研究
所紀要第 47 冊、49 冊、51 冊、53 冊において中間報告として委員会メンバー
の論文および書籍翻刻を掲載した。2001 年には中央図書館ギャラリーと地
図室を会場に「蘆田文庫古地図展」を開催、さらに同年、明治大学卒業生の
集い「全国校友大会」の石川県大会会場において、先述の『輿地図編小解』
と原本となった石川県立図書館所蔵「Atlas Nouveau」を並べて展示する
「加賀藩ゆかりの新世界地図帳〈アトラスヌーボー〉展」を開催した。2004
年には明治大学博物館特別展示室を会場に、「蘆田文庫特別展」を開催した。
また目録の補遺版に位置付けられる新収資料目録を、明治大学図書館紀要
『図書の譜』11 号（2007 年）、12 号（2008 年）、16 号（2012 年）に掲載し
た。
　2004 年以降現在まで、編纂委員会の後継として学外のメンバーも加わっ
た蘆田文庫研究会を組織し、蘆田文庫、中村拓文庫および岩田豊樹文庫の調
査・研究活動、展示活動を継続している。
　2012 年 8 月に 1 か月間「中村拓文庫設立記念展」を、2014 年 11 月に「岩
田豊樹文庫設立記念展」を中央図書館ギャラリーで開催した。また蘆田文庫
所蔵の書籍類の調査（未完）を行い、ここ数年は中村拓文庫所蔵の 390 点余
りある西洋古版地図の目録作成を行ってきた。後者については、近々、その
成果として『中村拓文庫所蔵西洋古版地図目録』を刊行の予定である。
　今後の予定としては、まず 2012 年以降新収資料の蘆田文庫目録補遺版の
作成が急務である。また蘆田文庫所蔵書籍調査の完結、中村拓文庫所蔵朝鮮
図、岩田豊樹文庫所蔵江戸図などが調査対象としてあがっている。
　最後に明治大学図書館の古地図コレクションをめぐる蘆田文庫編纂委員
会、蘆田文庫研究会の活動成果としての刊行物をあげておく。
・ 蘆田文庫編纂委員会メンバー．蘆田文庫編纂委員会中間報告（論文集）．
明治大学人文科学研究所紀要．第 47 刷（2000 年）、第 49 刷（2001 年）、
第 51 冊（2002 年）、第 53 冊（2003 年）．
・ 蘆田文庫編纂委員会メンバー．前野良沢編『輿地図編小解』（翻刻）．明治
大学人文科学研究所紀要．第 49 刷．2001 年 3 月．
・ 蘆田文庫編纂委員会メンバー．桂川甫周訳・大槻玄澤校『新製地球万国図
図書の譜　第 22 号
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説』（翻刻）．明治大学人文科学研究所紀要．第 51 刷．2002 年 3 月．
・ 蘆田文庫編纂委員会．蘆田文庫目録 古地図編．2004 年 3 月．
・ 蘆田文庫編纂委員会．明治大学新中央図書館開館記念　蘆田文庫古地図展
（図録）．2001 年 3 月．
・ 蘆田文庫特別展実行委員会．明治大学図書館所蔵古地図コレクション　蘆
田文庫特別展（図録）．2004 年 10 月．
・蘆田文庫研究会．中村拓文庫設立記念展（図録）．2011 年 10 月．
・蘆田文庫研究会．岩田豊樹文庫設立記念展（図録）．2014 年 11 月．
・ 蘆田文庫研究会．蘆田文庫研究会中間報告（蘆田文庫新収資料目録を含
む）．明治大学図書館紀要『図書の譜』11 号（2007 年）、12 号（2008 年）、
16 号（2012 年）、19 号（2015 年）．
  以上
